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①件 名 

・オープンデータの推進について(各種アンケート調査結果の利活用) 

②施策等を必要とする背景及び目的(理由) 

【背景】 

当市が策定する総合計画をはじめとする各種計画では、策定過程において実施するニーズ調査等 

のアンケート調査について現状、調査協力の際、個人情報保護の観点から調査結果の利用を当該計 

画策定の目的のみでの利用に限定している例が多く見られ、大学等の研究機関から学術調査や分析 

等での活用ニーズがあった際に利用(調査結果の提供)できず、貴重なデータが十分利活用されて 

いない状況となっている。 

【目的】 

アンケート調査結果については、貴重な市民等からのニーズとして非常に価値が高くデータの利 

活用(分析)は、その後の政策立案や施策への反映過程においても非常に重要なものとなるため、 

依頼状況に応じて専門分野で研究されている機関等に現行当市が規定するオープンデータの推進に 

関する指針をはじめ各種例規のコンプライアンスの範囲内で対応できるよう庁内理解を高め、保有 

する行政データをさまざまな分野で利活用できる環境を整備する。 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】石巻市オープンデータの推進に関する指針 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け:囲・無〕又は〔個別計画との整合性〕】 
・総合計画実施計画 

第1章 ともに創る協働のまち 

第2節 市民のまちづくりに対する関心を高める 
1 透明性の高い行政を推進する 

・個別計画 

石巻市まち・ひと・しごと総合戦略 

④提案に至るまでの経過(市民参加の有無とその内容を含む。) 

平成27年2月:石巻オープンデータの推進に関する指針策定 

⑤主な内容 

当市が実施する各種アンケート調査等について、必要に応じて下記例に倣い文言等を追記し、得 

られる調査結果が有効活用できるよう環境整備を図る。 

【追記する文言(例)】 

「ご回答いただいた結果(回答内容)については、○○計画策定の目的のほか、本事業の趣旨 

に沿った調査・研究による分析を行う目的でのみ利用いたします。」 
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⑥実施した場合の影響・効果(財源措置及び複数年のコスト計算を含む。) 

調査結果をオープンデータとし、さまざまな分野から分析されることで以下の効果が期待できる。 

① 行政が気付かない新たなニーズの発掘や課題の顕在化への期待 
② これまで可視化していなかった効果の可視化への期待 

(り 県内他の自治体の政策との比較検討 

なし 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

今後の予定 \ 

・令和2年1月以降、実施する調査より運用開始 

⑨ その他 
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